
 

 

 

 

 
 

９月
が つ

９日
か

は救急
きゅうきゅう

の日
ひ

 
９月

がつ

９日
か

は、９（きゅう）と９（きゅう）で「救 急
きゅうきゅう

の日
ひ

」です。救 急
きゅうきゅう

の仕事
しごと

や救
きゅう

急医療
きゅういりょう

について知
し

り、理解
りかい

を深
ふか

めることを目的
もくてき

としています。また、９月
がつ

９日
か

を含
ふく

めた１週間
しゅうかん

を

「救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

週間
しゅうかん

」（今年
ことし

は９月
がつ

６日
か

～１２日
にち

）として、全国
ぜんこく

各地
かくち

で救 急
きゅうきゅう

に関
かん

する様々
さまざま

な

行事
ぎょうじ

が行
おこ

われます。 

 

 

 

 

Ｑ１．階段
かいだん

を走
はし

って下
お

りてくる子
こ

と、ろう下
か

を走
はし

っている子
こ

がいます。この先
さき

どうなるでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．水
みず

飲
の

み場
ば

の前
まえ

がぬれています。そのことを知
し

らずに、よそ見
み

をしながら歩
ある

いてきた子
こ

たち 

がいます。この先
さき

どうなるでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３．つき指
ゆび

やねんざをした時
とき

の手当
てあて

のポイント、「ＲＩＣＥ
ラ イ ス

」とは何
なん

でしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

こたえは、うらにあります。 

平成２８年９月６日 

磯部小学校 保健室 

？ 

？ 

Ｒ Ｉ Ｃ Ｅ 

ふせ 
きゅうきゅう  起

お

こるかもしれない

危険
き け ん

を想像
そうぞう

できるよ

うになろう。 



こたえ 
 

１．ろう下
か

の角
かど

でぶつかり、けがをしてしまった。 
 

このけがを防
ふせ

ぐには・・・ 

◎ろう下
か

や階段
かいだん

は、歩
ある

きましょう。 

・ろう下
か

は歩
ある

くところです。走
はし

ったり、遊
あそ

んだりしないよう 

 にしましょう。 

 

 

２．ぬれていた床
ゆか

ですべって転
ころ

び、頭
あたま

を打
う

ってしまった。 
 

                    このけがを防
ふせ

ぐためには・・・ 

                    ◎水
みず

をこぼしてしまったり、床
ゆか

がぬれていることに 

気
き

付
づ

いたら、ふきましょう。 

                    ・床
ゆか

がぬれていると、すべって転
ころ

んでしまう危険
きけん

が 

あります。自分
じぶん

がこぼしてしまった時
とき

でなくても、 

気
き

付
づ

いたらふくようにすると、自分
じぶん

も友達
ともだち

もけが 

をせずにすみます。 

 

 

３．「ＲＩＣＥ
ラ イ ス

」は、けがの手当
て あ

ての基本
きほん

です。 
 

 Ｒｅｓｔ（安静
あんせい

）・・・けがをしたところを動
うご

かさず、休
やす

ませる。 

けがをした時
とき

、無理
む り

に動
うご

かすと、痛
いた

みが増
ま

したり、治
なお

りにくくなったりす 

ることがあります。けがをしたら、まず、けがした部分
ぶぶん

を動
うご

かさないように、 

体重
たいじゅう

がかからないようにすることが大切
たいせつ

です。 

 

 Ｉｃｅ（冷
ひ

やす）・・・けがした部分
ぶぶん

を冷
ひ

やして、痛
いた

みをやわらげる。 

けがをした部分
ぶぶん

やその回
まわ

りを氷
こおり

で冷
ひや

やすと、痛
いた

みが軽
かる

くなり、内出血
ないしゅっけつ

や 

炎症
えんしょう

を抑
おさ

えることができます。ビニール袋
ぶくろ

の中
なか

に氷
こおり

を入
い

れ、タオルなどの 

上
うえ

から15～20分
ぷん

くらい冷
ひ

やします。 

 

               Ｃｏｍｐｒｅｓｓｉｏｎ（圧迫
あっぱく

）・・・圧迫
あっぱく

して、出血
しゅっけつ

やはれを防
ふせ

ぐ。 

けがした部分
ぶぶん

を、包帯
ほうたい

やテーピングで、適度
てきど

な力
ちから

を加
くわ

えながら巻
まき

きます。 

 

Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ（挙上
きょじょう

）・・・けがした部分
ぶぶん

を心臓
しんぞう

より高
たか

くする。 

            できるだけ、けがした部分
ぶぶん

を自分
じぶん

の心臓
しんぞう

より高
たか

い位置
い ち

に持
も

ち上
あ

げます。こう 

することで、内出血
ないしゅっけつ

を防
ふせ

ぎ、痛
いた

みをやわらげることができます。 

Ｒ 

Ｉ 

Ｃ 

Ｅ 

Ｒ 


